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C:電子の平均自由行程)の場合に相当 しておれ qe≪ 1のときどうなるか
問題である｡ さらに､彼の理論には53で述べるIadderの補正が入っていな























LEI-i jK晒 巌 ナEk電p芸Qk+言弼 Ⅴ軸 閏e-in ･pQq C2･3j


















トβ<1<P)I(電子 に対 して) (2.6a)
(phononに対 して) (2.7a)









計算の便宜上 ･静的不純物の存在する場合か ら考察するO この場合には､LJy:I
の牙3項は除外される｡
有効phonon伝播関数DfiJはFig.
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-nm 1/3･(qe)2･血 ｢ lqe
































D(q,ad -lafFh摘 2Q(h'q･ad･el(q･aか 藍 e由,α逼








D(q,可-ldニ患 一意 F(q叫 Zk紬 p'k'12
∈(汰,a) (4.2) Fig･ 関数F
となる｡ただし､F(q,dJ)は Fig.8で表わされる関数で､近似的に次のよ
うになる｡












a3- ImEkk三拝軸 酬 2ImQ用(近,u) (4･4)
である｡今､この式に Q(ilとして (3.10)を代入する｡ この場合､ (3.10)紘
q雪こPo のときのみ成 b立つ関数であるが､この関数形はk-2Pまで成 b立つ
ものと仮定する｡ すなわち､関数
･mQ(i'(k･W)芸一朝 ｡意 ･意 _ (4･5,
をkの値のいかんにかかわらず用いることにする. 簡単な計算の後､我々は
屯≡‡ 竃 γ｡古 (4･6,






DvBTLqc一 也zrlqP -1〕 (4･7)



























と定義される. Tpは phononの電子との相互作用による寿命である｡ したが
って (5.●1)よb､我々は
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